
手
困
難
な
資
料
で
あ
っ
た
だ
け
に
、
今
回
の
復
刻
刊
行
は
大
い
に
歓
迎

さ
れ
、
貴
重
な
も
の
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

三
、
内
容

能
美
洞
庵
七
十
年
忌
を
記
念
に
刊
行
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
元
禄
二

年
か
ら
長
州
藩
医
と
し
て
、
能
美
一
族
は
七
代
に
わ
た
り
登
用
さ
れ
、

洞
庵
二
七
九
四
’
一
八
七
二
）
は
五
代
目
で
あ
る
。
た
だ
洞
庵
一
代
の

業
績
の
み
な
ら
ず
、
三
代
由
庵
、
四
代
友
庵
の
活
動
状
況
が
長
州
を
中

心
に
江
戸
・
京
都
の
地
に
、
人
物
と
し
て
は
小
石
元
瑞
・
南
部
伯
民
・

頼
杏
坪
・
頼
山
陽
・
篠
崎
小
竹
・
小
田
海
隙
・
矢
野
筈
山
な
ど
が
現
わ

れ
て
く
る
。
洞
庵
は
毛
利
藩
主
の
信
任
も
厚
く
、
洞
庵
の
子
・
隆
庵
な

ど
と
共
に
医
学
館
創
設
、
洋
学
振
興
に
つ
と
め
、
牛
痘
法
普
及
、
コ
レ

ラ
予
防
な
ど
に
努
力
し
た
。
賀
屋
恭
安
・
青
木
周
弼
・
坪
井
信
道
な
ど

蘭
医
学
と
の
出
会
い
が
記
載
さ
れ
、
研
究
者
に
は
貴
重
な
資
料
と
な
る

で
あ
ろ
う
。

附
録
「
雪
堂
詩
抄
」
七
十
九
題
は
洞
庵
の
晩
年
に
お
け
る
世
事
・
自

然
・
風
光
・
回
想
な
ど
の
感
懐
を
連
ね
た
詩
槁
と
な
っ
て
い
る
。

（
江
川
義
雄
）

〔
溪
水
社
・
広
島
市
南
区
殿
原
日
出
町
一
四
’
五
、
大
儀
正
夫
、
送
料
共
に

二
五
○
○
円
〕

大
阪
大
学
名
誉
教
授
梅
溪
昇
氏
が
、
こ
の
た
び
標
題
の
大
著
を
刊
行

さ
れ
た
。
著
者
は
昭
和
二
十
八
年
三
月
に
京
大
人
文
研
究
所
か
ら
大
阪

梅
溪
昇
著
「
洪
庵
・
適
塾
の
研
究
』

大
学
文
学
部
（
国
史
学
）
へ
赴
任
さ
れ
、
先
年
停
年
退
官
さ
れ
た
碩
学
で

あ
る
。
「
お
雇
い
外
国
人
」
、
「
日
本
近
代
化
の
諸
相
』
な
ど
多
く
の
著
作

を
出
さ
れ
、
医
史
学
会
と
も
深
い
関
係
を
も
た
れ
て
い
る
。
著
者
は
発

足
間
も
な
か
っ
た
適
塾
記
念
会
と
は
四
十
年
間
に
わ
た
り
、
そ
の
運
営

に
あ
た
ら
れ
、
ま
た
「
適
塾
」
の
発
行
に
は
直
接
た
ず
さ
わ
っ
て
こ
ら

れ
た
。
従
っ
て
数
多
い
洪
庵
・
適
塾
に
関
す
る
史
料
や
研
究
害
に
は
精

通
す
る
と
と
も
に
、
ご
自
身
で
も
適
塾
に
つ
い
て
多
く
の
研
究
を
発
表

し
て
こ
ら
れ
た
。
本
書
は
こ
れ
に
加
え
て
未
発
表
の
論
文
も
多
く
収
録

さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
内
容
を
略
記
す
る
と
、
次
の
三
六
項
目
と

な
る
。佃

緒
方
洪
庵
と
適
塾
の
歴
史
的
評
価
を
め
ぐ
っ
て
。
洪
庵
画
像
・
夫

人
八
重
の
生
活
な
ど
七
項
目
。

か
い
し
よ
ま
ち

⑪
天
保
十
四
年
十
二
月
適
塾
の
過
害
町
移
転
説
の
根
拠
と
な
っ
て

い
た
史
料
に
つ
い
て
。
適
塾
解
体
修
理
工
事
の
開
始
に
さ
い
し
て
。
都

道
府
県
別
塾
生
名
簿
な
ど
七
項
目
。

川
福
澤
諭
吉
に
関
す
る
諸
事
項
、
七
項
目
。

側
緒
方
富
雄
「
蘭
学
者
の
生
活
素
描
Ｉ
緒
方
洪
庵
伝
補
遺
ｌ
」

の
再
検
討
な
ど
六
項
目
。

㈹
洪
庵
の
父
・
佐
伯
瀬
左
衛
門
の
経
歴
な
ど
五
項
目
。

側
適
塾
と
適
塾
記
念
会
な
ど
四
項
目
。

こ
の
よ
う
に
内
容
は
多
岐
に
わ
た
り
、
詳
細
に
論
じ
ら
れ
て
い
る
。

す
べ
て
に
つ
き
紹
介
す
る
余
裕
は
な
い
の
で
、
筆
者
も
関
連
の
あ
る
適

塾
の
過
害
町
移
転
年
月
確
定
に
つ
い
て
の
項
を
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ

ノ
、

。

(130) 238



⑪
の
冒
頭
に
、
天
保
十
四
年
十
二
月
適
塾
の
過
言
町
移
転
説
の
根
拠

に
な
っ
て
い
た
史
料
に
つ
い
て
Ｉ
弘
化
二
年
十
二
月
過
害
町
移
転
説

の
確
定
に
関
連
し
て
Ｉ
」
と
題
し
て
大
略
、
次
の
よ
う
に
記
載
し
て

あ
る
。

〃
最
近
、
杉
立
義
一
氏
が
「
新
史
料
よ
り
見
た
る
適
塾
の
過
耆
町
へ
の

移
転
及
び
そ
の
名
儀
の
移
動
に
つ
い
て
」
と
題
し
て
、
従
来
説
か
れ
て

き
た
天
保
十
四
年
二
八
四
三
）
十
二
月
説
を
完
全
に
否
定
し
て
、
新
た

に
弘
化
二
年
（
一
八
四
五
）
十
二
月
説
を
唱
え
ら
れ
た
二
適
塾
」
第
一
九

号
、
昭
和
六
十
一
年
）
。
そ
し
て
井
上
孝
治
、
芝
哲
夫
両
氏
も
「
西
山
靜
斎

書
状
に
つ
い
て
ｌ
適
塾
移
転
の
年
は
改
め
ら
る
べ
き
こ
と
ｌ
」
（
同
前
所

収
）
を
発
表
さ
れ
て
、
上
記
杉
立
説
を
別
の
史
料
か
ら
立
証
さ
れ
た
の
で

あ
る
。
こ
れ
以
来
適
塾
参
観
者
の
た
め
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
も
、
こ
の

よ
う
に
移
転
の
年
月
が
訂
正
さ
れ
る
に
至
っ
た
。
〃

こ
れ
は
筆
者
が
新
た
に
入
手
し
た
史
料
（
「
永
代
売
渡
申
家
屋
敷
之
事
」
、

「
弘
化
二
年
己
十
二
月
過
言
町
転
居
諸
入
用
扣
」
、
「
家
質
利
銀
請
取
通
」
な
ど

一
○
点
）
に
よ
り
、
適
塾
の
瓦
町
か
ら
過
言
町
へ
の
移
転
は
弘
化
二
年
十

二
月
十
五
日
で
あ
る
こ
と
を
、
本
誌
（
三
二
巻
三
号
ｌ
昭
和
六
十
一
）
な
ら

び
に
「
適
塾
」
誌
上
に
発
表
し
た
。
ま
た
井
上
氏
、
芝
氏
の
別
史
料
に

よ
る
立
証
も
あ
っ
て
移
転
年
月
が
訂
正
確
認
さ
れ
た
。
そ
れ
で
は
従
来
、

天
保
十
四
年
説
は
何
を
根
拠
と
し
て
唱
え
ら
れ
て
い
た
も
の
か
。
こ
の

点
を
著
者
は
改
め
て
検
討
さ
れ
た
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
洪
庵
の
父
惟
因

か
ら
洪
庵
に
あ
て
た
年
号
の
記
入
の
な
い
十
二
月
十
日
付
の
手
紙
を
、

緒
方
蛙
次
郎
先
生
が
天
保
十
四
年
と
誤
認
さ
れ
た
た
め
、
「
緒
方
洪
庵

伝
』
に
も
そ
の
ま
ま
ひ
き
つ
が
れ
た
も
の
と
判
明
し
た
。

さ
ら
に
著
者
は
緒
方
富
雄
先
生
が
「
科
学
思
潮
」
に
連
載
（
昭
和
十
八

年
）
さ
れ
た
「
蘭
学
者
の
生
活
素
描
」
の
手
紙
類
に
つ
い
て
も
再
検
討
を

行
っ
て
お
ら
れ
る
が
、
こ
れ
ら
の
作
業
は
な
か
な
か
根
気
の
い
る
研
究

で
あ
り
、
ま
た
著
者
な
ら
で
は
出
来
得
な
い
事
と
敬
服
す
る
。

最
後
に
わ
れ
わ
れ
の
大
先
達
で
あ
る
緒
方
富
雄
・
中
野
操
・
藤
野
恒

三
郎
の
三
先
生
の
洪
庵
・
適
塾
研
究
の
逸
話
な
ど
に
つ
い
て
も
述
べ
て

お
ら
れ
る
こ
と
は
、
三
先
生
追
慕
の
念
を
呼
び
お
こ
さ
ず
に
は
お
か
な

い
。
中
野
操
先
生
は
か
っ
て
著
者
に
対
し
、
適
塾
の
こ
と
は
ど
ん
な
に

お
や
り
に
な
っ
て
も
、
や
り
す
ぎ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
と
申
さ
れ
た

と
い
う
。
洪
庵
・
適
塾
の
歴
史
的
評
価
を
考
え
る
と
き
、
改
め
て
本
書

を
ひ
ろ
く
推
薦
す
る
も
の
で
あ
る
。

（
杉
立
義
ご

〔
思
文
関
出
版
・
京
都
市
左
京
区
田
中
関
田
町
二
’
七
、
電
話
○
七
五
’
七

五
一
’
一
七
八
一
、
平
成
五
年
三
月
十
日
発
行
、
Ａ
５
判
、
五
一
二
頁
、

定
価
一
二
、
三
六
○
円
（
本
体
一
二
、
○
○
○
円
）
〕

医
学
用
語
の
語
源
を
扱
っ
た
１
’
－
１
ク
な
本
が
出
た
。
一
つ
の
主
題

を
見
開
き
二
頁
の
読
み
物
風
に
仕
立
て
た
も
の
で
、
お
そ
ら
く
類
書
が

あ
る
ま
い
・

こ
の
本
の
著
者
は
外
科
、
臨
床
検
査
関
係
の
キ
ャ
リ
ア
の
長
い
方
で
、

現
在
は
青
梅
市
立
総
合
病
院
の
院
長
を
し
て
お
ら
れ
る
。
序
文
に
よ
れ

ば
、
著
者
は
学
生
時
代
か
ら
詮
索
好
き
だ
っ
た
と
の
こ
と
で
、
こ
の
辺

星
和
夫
著
「
楽
し
い
医
学
用
語
も
の
が
た
り
』
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